
飛鳥地方出土石材の保存科学的調査

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

lLl土地{I'~や造物を保存処理するには， その材質と風化 ・ 劣化に|刻する正確な情報を予め把握

しておくことが主要である。今年度はこの意味から飛.山 ・篠原、日制;近辺の遺跡;から山土した岩

石の材質と風化・ 劣化に閲する特徴について調査を尖施した。

当地械の地質は附単なもので.f，fi家花尚{i煩を基散としてそれを拙うれ11布'(1¥"1より成り立って

いる。11'，土する岩石の多く も現地性の花尚岩類が11占も多く ，次いで火砕岩:mゃ取和岩mで.こ
れらの岩石が大半を占めるものである。以下それらの概裂について記峨する。

花iホiお知 : 遺構を ft'It t{~する花的iむ煩は少数の例外を|徐くと， 当地成でl子 1 1'.する nn門冊石英 I}~l

緑岩 (f{)IXl石黒芸l手石英閃緑岩)で， ときに変斑紙岩線の岩石も混ざっている。石像物や礎石

をはじめ玉石に多il(使用され，制11粒のものから組粒のものまで各被である。玉は川礁ないしIlE

川礁であるが，すべてが河川から保集されたとは考えられず， J瓜化したIXl緑岩J¥'，1に残存する核

部分から探~ したものも相当数あるものと考えている。 /Jl土後において風化・ 劣化の顕若-なも

のは， 手~I手煩を含む中粒の石英IXJ*示岩で，1'1'.土直後において応急処理を要する。

また， これらの岩石は花両日・にくらべて鉄分を多く合み，風化して地表付近で般化すると茶

褐色を孟し，その鉄分を土にì;t~Yi:することがある。

火砕泊先11:寺院などの建築物構築部材と して使用されるものが大半である。もちろん，古杭

には相当数使用されている。当地減で11'.土する火砕岩%((立大きくみると産11¥1也は 2つで，岩Tf

も巽なる。 ]つは室生府群中の流紋宕t'e浴車i!i凝灰岩で，他は二上肘1作中の流紋岩fT凝灰f{)際岩

である。例外的には，古|;{路般性お・知(飛，fHJzなど)もある。

室生火山岩の浴結凝灰岩は，白色と黒色があり，白色の浴結凝J;/<.{iが圧倒的に多く 出土する。

石材 ~I として榛原石と4かされるものである。 この岩石は柱状ないし板状節理が発達しており ，

遺構から検出される大半のものは節理而から採集されたものが使用されている。また，いずれ

も浴結1立の高いものが使用されており風化・劣化してiiM践するものはほとんど見られない。む

しろ，土仔ーなどにより制れているものが見られる。

二上!間作中の凝灰f{)際岩は，出土するものはそのほとんどが閏結J立が低く，かつ合水比がi心j< ， 

風化・劣化がかなり進んでいる。IH土後において早急な応急処理を裂するものである。急激な

乾燥はひび訓れ発生のj京国になる し 冬JVJは凍結による1ii似も大きい。

I佐有i岩fli:砂岩がもっとも多く利用されている。なかでも火1.1"ゲラス，パミス，化石を含む

凝灰t'e砂おで，藤原府群i:Jt岡県肘中のものと4ft定できる。この岩石は新鮮なものは灰色を呈す

るがj瓜化がすすむと淡黄土色と化す。回結!立はi止く かっ合水比も日い、特徴を有する。上記凝

灰角際岩liiJ椋に，急激な乾燥による大きなひび割れの発生や凍結によるiIJi岐に特に注意が必要

で， 11¥土後の早急な応急処理!を裂するものである。 (肥塚|役保)
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